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美
唄
市
衛
生
協
力
会
連

合
会
が
主
催
す
る
「
美
唄

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
が
４
月

２７
日
に
行
わ
れ
、
学
生
２０

人
が
参
加
し
た
。
こ
の
活

動
は
学
生
部
が
参
加
を
奨

励
し
て
い
る
も
の
で
、
専

門
科
目
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
の
単
位
の
一
部
と

し
て
換
算
さ
れ
る
。

当
日
は
風
が
強
く
、
肌
寒

い
天
気
と
な
っ
た
が
、
第
一

農
場
前
の
道
路
か
ら
国
道
１２

号
線
ま
で
の
通
学
路
を
２
班

で
分
担
し
、
側
溝
に
投
げ
捨

て
ら
れ
た
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
な
ど
の
ご
み
を
分
別

し
な
が
ら
丁
寧
に
掃
除
し

た
。
約
１
時
間
で
通
学
路
は

き
れ
い
に
な
り
、
参
加
し
た

加
藤
尚
さ
ん
（
商
経
社
会
総

合
学
科
１
・
神
奈
川
県
横
浜

高
）
は
「
清
掃
し
て
い
る
最

中
は
寒
か
っ
た
で
す
が
、
通

学
路
が
き
れ
い
に
な
っ
て
気

持
ち
が
良
い
で
す
」
と
感
想

を
話
し
た
。

４
月
２９
日
に
発
表
さ
れ
た

春
の
叙
勲
で
、
正
富
宏
之
名

誉
教
授
（
元
本

学
学
長
）
が
瑞

宝
小
綬
章
を
授

与
さ
れ
た
。

正
富
名
誉
教

授
は
、
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
生
態
研
究
の
第
一
人

者
と
し
て
知
ら
れ
、
０３
年
に

本
学
を
退
任
後
も
研
究
・
保

護
に
尽
力
。
同
年
に
は
北
海

道
教
育
委
員
会
か
ら
北
海
道

文
化
賞
を
受
賞
し
た
。
現
在

は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
・
タ
ン
チ
ョ

ウ
保
護
調
査
連
合
の
代
表
を

務
め
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た

る
活
動
が
評
価
さ
れ
た
。

「
み
ど
り
の
総
合
科
学

Ⅰ
」
と
題
し
た
全
１２
回
の
市

民
公
開
講
座
が
４
月
１９
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
（
毎
週
月

曜
日
、
１０
時
４０
分
～
１２
時
１０

分
）
。
市
民
や
科
目
等
履
修

生
の
ほ
か
、
多
く
の
学
生
が

出
席
し
、
農
業
や
環
境
な
ど

に
関
す
る
講
義
を
熱
心
に
受

講
し
て
い
る
。

こ
の
講
座
は
地
域
社
会
と

の
交
流
、
社
会
貢
献

を
目
的
に
開
講
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
今

年
で
３
年
目
。
毎

回
、
み
ど
り
の
総
合

科
学
科
の
教
員
が
各

専
門
分
野
に
つ
い
て

講
義
を
行
う
。
会
場

は
本
学
１
３
１
教

室
。
聴
講
無
料
、
予

約
不
要
。
今
後
の
開

催
日
程
、
演
題
、
講

師
は
下
表
の
と
お

り
。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
で

は
、
１
年
次
生
全
員
を
対
象

に
３
つ
の
専
門
系
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
専
門
科
目
「
基
礎
ゼ
ミ
」

を
開
講
し
て
い
る
。
そ
の
第

一
段
階
と
し
て
５
月
１４
日
、

学
外
授
業
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
環
境
緑
地
系
の
演

習
と
し
て
、
道
内
有
数
の
サ

ク
ラ
と
ツ
ツ
ジ
の
名
所
で
あ

る
美
唄
市
内
の
東
明
公
園
を

訪
れ
た
。
学
生
た

ち
は
、岡
田
穣
、布

川
雅
典
両
准
教
授

の
説
明
を
受
け
、

桜
の
種
類
や
生
育

環
境
な
ど
を
観
察

し
た
∥
写
真
。

樹
木
に
対
す
る

理
解
を
深
め
た
だ

け
で
な
く
、
今
後

の
「
所
属
す
る
系

の
決
定
」
の
た
め

の
一
助
と
し
た
。

「
Ｊ
Ｄ
Ｆ
Ａ

全
日
本
ろ

う
者
サ
ッ
カ
ー
協
会
」
が
、

１０
月
に
韓
国
で
開
催
さ
れ
る

第
３
回
ア
ジ

ア
太
平
洋
ろ

う
者
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
に

臨
む
日
本
代

表
選
手
２３
人

を
発
表
し
、
本
学
卒
業
生
の

菱
岡
敬
彰
さ
ん
（
平
１７
商

科
）
が
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
で

選
出
さ
れ
た
。

菱
岡
さ
ん
は「
昨
年
、北
海

道
選
抜
と
し
て
日
本
ろ
う
者

選
手
権
に
出
場
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
日
本
代
表
候
補

に
選
ば
れ
、
合
宿（
選
考
会
）

に
参
加
し
ま

し
た
。
２
度

の
合
宿
を
経

て
、
代
表
入

り
で
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
た

時
か
ら
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
自
分
に
対
し
、
一
人
の
人

間
と
し
て
接
し
て
く
れ
た
人

た
ち
、
中
学
か
ら
社
会
人
ま

で
妥
協
せ
ず
に
指
導
し
、
成

長
さ
せ
て
く
れ
た
監
督
や
コ

ー
チ
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
み

ん
な
に
感
謝
し
、
優
勝
を
目

指
し
ま
す
」と
意
気
込
む
。

本
学
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
に

所
属
。
当
時
を
振
り
返
り
、

新
井
喜
雄
監
督
は
「
練
習
熱

心
で
、誰
よ
り
も
先
に
来
て
、

誰
よ
り
も
遅
く
ま
で
練
習
に

励
ん
で
い
た
」と
話
す
。高
い

ス
キ
ル
を
生
か
し
、
２
年
次

に
は
北
海
道
学
生
リ
ー
グ
戦

（
２
部
）優
勝
に
貢
献
し
た
。

卒
業
後
は
、
㈶
帯
広
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
帯

広
の
森
サ
ッ
カ
ー
場
に
勤

務
。
芝
生
管
理
な
ど
に
従
事

し
な
が
ら
、
帯
広
市
を
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
と
す
る
「
と
か
ち

フ
ェ
ア
ス
カ
イ
・
ジ
ェ
ネ
シ

ス
」で
プ
レ
ー
。Ｊ
リ
ー
グ
入

り
を
目
標
に
道
東
リ
ー
グ
で

戦
う
チ
ー
ム
で
活
躍
す
る
。

専修大学北海道短期大学は、平成２３年度から学生募集を停止することといたしました。

専修大学北海道短期大学は、北海道出身の専修大学校友と地元美唄市の強い要請を受

け、昭和４３年に専修大学美唄農工短期大学（農業機械科・農業土木科・農業経営科）と

して開学いたしました。当時、開拓百年を迎える北海道に農業近代化の先駆者たる若者

を育成する斬新な農業工学関係の高等教育機関を設けることが設立の理念でありまし

た。

その後、教育の多角化を図るため、昭和４８年に校名を専修大学北海道短期大学と改名

し、造園林学科・商科・経済科を増設するなど自然科学系と社会科学系の二系統からな

る総合短期大学として発展を遂げてきました。この間に社会へ送り出した卒業生は１万

１千名を超え、本短期大学に対する美唄市のご期待にも応えてまいりました。

しかし、わが国における少子化の進行や４年制大学への志向の高まりによる短期大学

志願者の減少は、本短期大学にも深刻な影響を与えております。

本短期大学は、かかる厳しい環境を乗り越えるため、平成１８年度には理系学科と文系

学科をそれぞれ１学科に再編し、社会及び地域の多様な教育ニーズに柔軟に対応するこ

とを可能とする先進的な教育改革を行うとともに、美唄市にも学生募集についてご協力

を頂くなど、様々な施策を講じ努力してまいりましたが、入学する学生数の減少を止め

ることができず、将来にわたって教育研究を継続することが困難になってまいりまし

た。このような決定に至りましたことを深くお詫び申し上げます。今後、在学生の皆様

の教育及び進学・就職支援等につきましては、これまで通り万全を期して臨んでまいり

ます。

在学生・卒業生及び保護者の皆様、その他学校関係者並びに地域の皆様のご厚情に心

から御礼申し上げますとともに、学生募集停止に至りました事情をご賢察いただき、今

後ともご協力とご鞭撻をお願い申し上げます。

平成２２年４月２３日 専修大学北海道短期大学

学長 寺本 千名夫

在学生のご父母を対象とした父母懇談会を春・秋の２回、開催し

ます。募集停止についての説明や個別面談などを予定。当日はＪＲ

美唄駅前～短大間の無料送迎バスを運行します。

お問い合わせは教務係☎０１２６(６３)０１０４まで。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
・
学
外
授
業

専修大学北海道短期大学 学生募集停止のお知らせ

▲ エゾムラサキツツジなどが

一斉に咲き始めた

東
明
公
園
で
桜
の
種
類
、

生
育
環
境
な
ど
を
観
察

唄唄
クク
リリ
ーー
ンン
作作
戦戦
にに
協協
力力

▲ 約１時間で通学路はきれいに

学生２０人が参加

通学路を２班で分担

第一農場前 ～ 国道１２号間

キ
ャ
ン
パ
ス
に

春春
のの
息息
吹吹▲ ３号館から見た残雪

の樺戸山系

▲ 側溝のごみも分別しながら清掃

障
が
い
乗
り
越
え
た

春
期
父
母
懇
談
会

「
市
民
公
開
講
座
」３
年
目
が
ス
タ
ー
ト

豊
富
な
練
習
量

６
月
２６
日
（
土
）

地
域
交
流
・
社
会
貢
献
へ

１４
時
か
ら

会
場
∥
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス

第
３
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ろ
う
者
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

菱
岡

敬
彰
さ
ん

▲ 「森林を守るということ」と題した岡田穣

准教授の講義を聞く受講者たち

（
平
１７
商
科
）

正
富
名
誉
教
授
に
瑞
宝
小
綬
章

父
母
懇
談
会
（
昨
年
の
様
子
）

美美
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